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森しんいちは、市民の皆さまの声を大切にします。 

チラシ配布等お手伝いしていただける方を募集しています。 

また、後援会員も随時募集しています。ご連絡お待ち申し上げております。 
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西東京市議会議員選挙が今年の１２月に行われます 
新しい年を迎えました。昨年は企画総務委員会副委員長、農業委員会委員、西東京改革フォーラム会派代表を務めさ

せていただきました。市民の皆様が健康にそして公平に生活できるまちづくりのために一年間全力で取り組みました。 

今年の１２月には、４年任期の西東京市議会が改選となります。 

昨年補欠選挙を戦った私にとっては、２年に一度選挙をしていることになります。 

私は、昨年の補欠選挙に無所属で立候補をいたしました。次期選挙でも前回同様に政党の公認は受けずに無所属で立

候補をしようと思います。 

私の１期目は、民主党公認の市議会議員でした。現在も私自身は民主党の党員ですが、市民にとって最も身近な議員

である市議会議員は政党にとらわれ過ぎてはいけないと考えています。党から学ばせていただくことも多々ありますが、

政党と一定の距離を置きながらフリーな立場フリーな発想で市民の皆様のご意見ご要望に応えていきたいと思います。 

今年もまた、叱咤激励をよろしくお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 ≪平成２５年度 １２月定例議会一般質問≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪平成２５年度 １２月定例議会その他の質問項目≫ 

① 障がい者就労施設等からの物品等の調達について ② ほっとネット事業の推進について 

③ 介護報酬改定および介護保険制度の改正について ④ 住宅の省エネ改修に伴う固定資産税の減額制度について 

⑤ 軽費老人ホームについて            ⑥ 体協加盟の各協会の備品倉庫の設置状況について 

産後のサポートについて 
出産した女性にとって産褥期（さんじょくき）といわれる産後１ヶ月間は、出産でダメージを受けた体を休ませ

て回復させる時期であり、家事は誰かにまかせて、とにかく安静にしていなければいけない時期です。実家がな

い、実家が遠い、両親が高齢、近くで頼る者がいない、夫は仕事で忙しい、そんな産後まもない母親へのサポート

を市ではどのように考えているのでしょうか。 

西東京市において、子育て支援の最初の一歩として、産後の母親の家事支援を事業化することをご提案申しあげ

ます。 

また、赤ちゃんがまだ歩けない出産後１年程度は、母親の外出機会も少なく、人と話す機会も少なくなり、産後

うつになる方が多いそうです。この期間に対するサポートをどのように考えているのかお尋ねいたします。 

産後うつになっても本人からは、なかなかＳＯＳを発信できません。本人も気が付かないうちに、うつになって

しまうケースが多いからです。 

赤ちゃんと二人きりで過ごすことの多い母親は、誰もが産後うつの予備軍かもしれません。状態が悪化すると育

児放棄や幼児虐待など、取り返しのつかない状況になる可能性もあります。事前に周囲の人が気づいてあげること

が大切ですが、市としてはどのような取り組みをしているかお尋ねいたします。 

学童クラブについて 
学童クラブは、子供を預かるという責任ある職場ですが、西東京市ではそこで働く指導員全員が嘱託職員である

という特殊事情があります。 

経験を必要とする学童クラブの指導員の長期雇用は非常に重要です。しかし、嘱託職員の現在の処遇は 5 年ごと

の雇い止め再更新、給与は昇給無しなど、長期に勤めるには生活基盤の安定に不安を感じている職員がほとんどで

す。 

経験を生かして長く働いていただける職場になるように改善するためにも、他の嘱託職員の職場に先駆けて主任

制を導入して、それに伴う給与体系の見直しを行うべきではないでしょうか。 
 

『議会では、常に是々非々の姿勢で臨んでいます。これからも軸足は政党ではなく

常に市民の側に置いて市民のために働きます。』 
 

http://www.morishin.org/


⑦ 公民館利用登録の管理について 

≪芝久保町５丁目歩道改修工事≫  

芝久保町 5丁目にある大型家具店の西側の歩道およびＬ型がとてもひどい損傷状況となっています。（写真左） 

店舗西側のプラットホームへ納品に来た大型車（箱型ロングトラック）が週に何台も、新青梅街道から幅員４．８ｍ

のこの道路へ右折または左折で進入してくるのですが、その際にほとんどの車が片輪を歩道に乗り上げるためにこのよ

うな状況になってしまいました。 

この場所は、けやき保育園や西原保育園の送り向かいの保護者が幼児を乗せた自転車で朝夕通行する場所で、園児の

お散歩コースにもなっています。 

納品は早朝または夜間の歩行者が少ない時間帯に行われるため、車両と歩行者の直接的なトラブルはほとんどありま

せんが、歩道やＬ型がガタガタに波を打っていて自転車や歩行者が安全に通行できません。歩道は大型家具店の敷地な

ので大型家具店が施工して管理しています。Ｌ型は西東京市が管理する市道であり責任が分担されます。 

昨年の９月の定例議会にて私が対応について質問したところ、担当課が直ちに大型家具店本社と協議を行い、Ｌ型の

改修工事ならびに歩道の安全を確保するためのガードパイプの設置工事を西東京市が施工しました。（写真右） 

担当課の職員の皆さまの素早い対応に感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

  

プロフィール 

昭和 34 年 6 月 30 日生     西原町で育ち、現在は芝久保町に在住。 

●学    歴              ●役    職 

育英工業高等専門学校卒         西東京商工会理事  

中央大学法学部在籍                                   北芝商工友会会員 

●職    歴                                                         消防団桜花会代表幹事 

建設会社経営                                             西東京市吟剣詩舞道連盟事務局 

衆議院議員公設第一秘書                   ●趣    味 

詩吟、テニス、ゴルフ、映画鑑賞、料理 
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人命救助により消防総監感謝状をいただきました 
 

11 月 30 日午後 3 時過ぎ、私が参加していた 30 名弱のパー 

ティー会場で、71 歳の男性が喉に食べ物を詰まらせ、突然呼 

吸停止・意識不明となりました。直ちに 119 番通報をした後、 

異物除去、心肺蘇生の順に救命処置をしました。 

約 5 分前後呼吸停止の状態でしたが、救急隊が到着するまで 

に何とか呼吸だけは復活させることができました。 

しかし、意識は戻らずにそのまま病院に搬送されました。 

私は、以前消防団分団長をしていた頃に「応急手当普及員」 

の資格を取得して、今も 3 年ごとに再講習を受けています。 

実際にこのような場面に遭遇したのは初めてでしたが、習ったことを思い出しながら無我夢中で救命処置を

行いました。私だけでなく、会場内にいた元看護士の方や、その他現場にいた多くの方々の力があったからこ

そ救命できたのだと思います。 

その後、その男性は病院の救急病棟で夜遅くに意識が戻り、後遺症もなく回復に向かっていると聞いて感激

しました。 

私は、現在西東京市消防団 OB 会「桜花会」の代表幹事を務めていますが、市内には私も含め沢山の元消防

団員の方々がいます。消防団員として活動していた頃の経験や知識を退団後は OB として、地域の安全を守る

ために役立てられれば良いと、今回の体験によって強く思いました。 

 

【後援会年間行事日程】 

◎２月２２日（土）午後２時 シチズン時計労働組合会館２階 

◎５月２５日（日）いちご狩り 日帰りバス旅行        ※たくさんの方のご参加お待ちしております。 


